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｢第１章 国際連盟の発足 四二の原加盟国｣,「第２章 希望と実現の時代
一九二〇年代の試み｣,「第３章 国際連盟と日本 外交大国としての可





































考えていた (p. 6)。1849年のパリ会合では, 1862年に『レ・ミゼラブル』を著わ




ン戦争, クリミア戦争, ロシア＝トルコ戦争, プロイセン＝オーストリア戦争,
プロセイン＝フランス戦争の戦後処理のため, 多数国間会議が開催された。とく




る実務的なルールが発達して, 領土問題を解決するための条約が結ばれた (p. 10)。






２版, 三省堂, 2005年, p. 293)。万国郵便連合 (UPU) の前身は1874年に設立さ
れた一般郵便連合 (GPU) だが, 急速に加盟国が増えたため, 1878年に UPUに
改称した (http://www.upu.int/en/the-upu/history/about-history.html, 2010年10月５
日アクセス)。NGOの草分けである赤十字国際委員会 (The International Commit-
tee of the Red Cross : ICRC) は, 1863年設立の負傷兵救護国際委員会を前身とし,
1880年に現在の名称に変更された（『国際関係法辞典』, p. 529)。1864年８月22
日, スイス政府が国際会議を開催し, ヨーロッパの12カ国が全10条の第１回赤十
字条約 (Geneva Convention for the Amelioration of the Condition of the Wounded in
Armies in the Field) が採択された（http://www.icrc.org/web/eng/siteeng0.nsf/
htmlall/57jnvt?opendocument, 2010年10月６日アクセス, 大沼保昭編著『資料で読











できたという (『国際連盟』, pp. 1819)。1914年の大戦勃発時, 平和運動の民間
団体は約130が欧米に存在していたが, 約60がアメリカにあった (p. 20)。その中
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でも大規模な活動を行った平和強制連盟 (The League to Enforce Peace) は1915
年６月に設立され, 1918年11月採択の団体綱領で司法的解決, 経済制裁, 武力制
裁を認めていた (pp. 2021)。一方, 連邦上院がヴェルサイユ条約批准案を否決
し, アメリカが国際連盟に加盟しなかったのは周知のとおりである。
そのほか, 第１節では, 武力制裁に反対したハーグ平和会議方式の支持者たち,





に相互コミュニケーションが発達した時代に, いかなる国といえども, 平時, 戦
時にかかわらず他の国の出来事に無関心ではいられない」(Philip Marshall


































る, である (p. 96)。①は全会一致で賛成され, ③も問題ないと判断されたが,
④は確答されず, ②が問題となった (同)。理事会は, ドイツも国際連盟の原則
に従うべきと回答し, ドイツも納得した上で1926年２月８日に正式に加盟申請を
行った (pp. 9697)。この時, フランスの右翼ジャーナリズムから反対の声があ
がり, 常任理事国の座に関心を抱いていたポーランド, スペイン, ブラジルが要




が1926年６月に, スペインが同年９月に, 国際連盟からの脱退を通告した (p. 99)。
両国の脱退は, 国際連盟の活動にどの程度影響を及ぼしたのだろうか。
第３節「国際紛争への対応 頻発する領土・国境問題」は, 国際連盟の関与
した紛争を取り上げる。中小国が提議したものが多かった(p. 104) が, 別の見方
をすれば, 戦争遂行権が認められていた当時, 中小国が大国と渡り合える場が誕
生したといえよう。第４節は「経済・社会・人道・文化面への対応」と題して,
敗戦国オーストリアの再建, ジュネーヴ経済会議, 難民問題, 伝染病対策などを















































出席し, 連盟理事会日本代表を務めた（p. 176 の表を参照)。1930年, ハーグに























た (p. 205)。本章には, リットン調査団の写真と1932年の日程が掲載されている















総会決議で『国際連盟はその魂を救った』」と評した (p. 218)。なお, 規約第１
条第３項によると, 連盟国は脱退の２年前に予告を行うのだが, 日本の脱退が実
際に有効となった日を評者は知りたかった。
第４章「紛争・戦争の時代へ 苦悩の一九三〇年代」は, ドイツの脱退, イ
タリアのエチオピア侵攻, スペイン内戦と続く。イタリアに対し初の経済制裁が
適用されるが, 総会に出席した54カ国中, 50カ国が賛成した (p. 230)。制裁を実
施する禁輸委員会（一八カ国委員会）は, 武器・弾薬の禁輸, 借款の非供与, 一
定の物品の輸入制限, 重要物資の禁輸を行い, 非連盟国にも協力を要請して, ア

















功績の１つだった (p. 239)。また, 外国に滞在する者への二重課税に関する討議
など, グローバリゼーションに伴う課題を先取りしていた (p. 239)。それから,
国際連盟を先に脱退したドイツとイタリアから, 非政治的分野への協力を得よう
という試みもあった (p. 246)。あたかも, 19世紀後半に運輸, 通信, 著作権など
で国際協力を行った一連の国際組織, 国際行政連合の時代に戻ったようである。





















ックフェラー財団だった (p. 255)。国際連盟は, 本部, 財務部, 博物部門と, 活
動拠点をアメリカやイギリスに分散し, 職員数は最盛期の約７分の１となる100















































著者は初校を４名の専門家に目を通してもらった (pp. 273274)とあるが, 初
校を快く読んでくれる人が４名もいることが, 著者の人柄を表わしているようで
ある。それから, 本書の付録に国際連盟加盟国一覧, 著者のオリジナルである理
事会の非常任理事国一覧, 国際連盟組織図, 国際連盟規約があるが, 本書を講読



























Sarajevo はさらに複雑で, 地図が「サラエボ｣,『広辞苑』が「サラエヴォ｣, 山
川出版社が「サライェヴォ」である。そもそも, 日本語にない音をカタカナで原
音に忠実に表記しようとするのが無理なので, 評者は地図の表記に従うことにし
ている。なお, スペイン語の vの綴りは bの音なので, Bolivia を「ボリヴィア｣,









した組織として設立された」とあった (p. 262) が, 1944年10月のダンバートン・
オークス提案以来,「経済社会理事会」(Economic and Social Council) である。
第３に, 訳語について再考してほしい箇所が複数あった。1939年11月, ソ連が
フィンランドを侵攻すると, フィンランドは連盟に提訴し, 翌月14日の理事会で
ソ連の「追放」が決議されたとある (pp. 253254) が, 別の箇所では国際連盟が





年から1920年まで「国際連盟の事務次官」を務めたとある (p. 81)。だが, 日本
語の事務次官は通常, 省内における官僚のトップを指す言葉である。本文にフォ
スディックはドラモンド事務総長とともに事務局で働いた (p. 81) とあり, ２人
が職責上どのような関係だったのかよくわからない。それから, アメリカの国際
連盟不参加が決定し, 国際連盟を辞したフォスディックが1922年に「国際連盟情

















































＊The Library of Congress (USA) “A Guide to World War I Materials”
http://www.loc.gov/rr/program/bib/wwi/wwi.html
＊The National Archives (UK) “World War I Records”
http://www.archives.gov/research/military/ww1.html
＊The National Archives of Australia (Australia) “World War I : 19141918”
http://www.naa.gov.au/collection/explore/defence/conflicts.aspx#section2
＊PBS (USA) “19141918 The Great War and the Shaping of the 20th Century”
http://www.pbs.org/greatwar/
＊BBC (UK) “World War One”
http://www.bbc.co.uk/history/worldwars/wwone/
＊Guardian (UK) “First World War”
http://www.guardian.co.uk/world/firstworldwar/
＊Imperial War Museum London (UK)
http://london.iwm.org.uk/





年以来, 第２次世界大戦中も含めて, 毎夕６時半に慰霊の式典が行われ, 追悼の
火が燃やされる。
＊BBC (UK) “19182008 Ninety Years of Remembrance”
http://www.bbc.co.uk/remembrance/




＊BBC (UK) “19182008 Ninety Years of Remembrance－Why the Poppy?”
http://www.bbc.co.uk/remembrance/how/poppy.shtml











＊Musee Albert-Kahn/The Albert Kahn Museum (France)
http://www.albert-kahn.fr/english/










第４回 塹壕から見た人類初の大戦 (原題 Soldiers’ Story）(2008年１月８放
送)
http://www.nhk.or.jp/wdoc/backnumber/detail/080108.html
第５回 市民たちの大戦（原題 Civilians’ Story）(2008年１月９日放送）
http://www.nhk.or.jp/wdoc/backnumber/detail/080109.html
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第６回 勝者と敗者（原題 Europe after the Fire）(2008年１月10日放送）
http://www.nhk.or.jp/wdoc/backnumber/detail/080110.html




＊BBC (UK) “The League of Nations and the United Nations”
http://www.bbc.co.uk/history/worldwars/wwone/league_nations_01.shtml
























＊The Woodrow Wilson Presidential Library (USA)
http://www.woodrowwilson.org/
＊Woodrow Wilson House (USA)
http://www.woodrowwilsonhouse.org/
＊The White House (USA) “28 Woodrow Wilson 19131921”
http://www.whitehouse.gov/about/presidents/woodrowwilson
＊Woodrow Wilson International Center for Scholars (USA) “Presidential Memorial
Exhibit”
http://www.wilsoncenter.org/index.cfm?fuseaction=about.exhibit
＊The Official Website of the Nobel Prize (Sweden) “Nobel Prize in Peace 1919
Woodrow Wilson”
http://nobelprize.org/nobel_prizes/peace/laureates/1919/
＊Miller Center for Public Affairs, University of Virginia (USA) “American President




＊The Embassy of the United States in Japan “Fourteen Points”
http://aboutusa.japan.usembassy.gov/e/jusa-majordocs-fourteenpoints.html
＊PBS (USA) “American Experience Woodrow Wilson”
http://www.pbs.org/wgbh/amex/wilson/
＊PBS (USA) “Wilson－A Portrait League of Nations”
http://www.pbs.org/wgbh/amex/wilson/portrait/wp_league.html
４．国際連盟
＊The United Nations in the Heart of Europe “Library/Archives”
http://www.unog.ch/library




＊Harvard College Library (USA) “League of Nations Documents”
http://hcl.harvard.edu/research/guides/lon/index.html
＊Northwestern University Library (USA) “League of Nations : Statistical and Disar-
mament Documents”
http://digital.library.northwestern.edu/league/
＊Princeton University Library (USA) “The League of Nations : A Primer for Docu-
ments Research”
http://www.princeton.edu/~sbwhite/un/leagwebb.html
＊University of Indiana (USA) “League of Nations Photo Archive”
http://www.indiana.edu/~league/
写真の他, 年表, 参考文献, リンク集も充実している。
＊国立国会図書館「リサーチナビ 国際連盟」
http://rnavi.ndl.go.jp/politics/entry/renmei/php
＊国連大学「国際連盟公文書の所蔵について」
http://www.unu.edu/hq/japanese/library-J/league-of-nations.html
＊安達峰一郎博士＆記念対賢堂（山形県東村山郡山辺町）
http://www.adachi-mineichiro.jp/
＊小和田恆「七十年ぶりに帰った曽遊の地 安達峰一郎博士の肖像画 」
http://www.gakushikai.or.jp/magazine/archives/archives_860.html
常設国際司法裁判所を退官した裁判官は, 肖像画を描かれ, 裁判所内に掲げら
れるのが通例であった。安達峰一郎は, 国際法の卓越した知見と法を通じて正義
を希求する真摯な姿勢を世界中から尊敬されていた。だが, 日本が帝国主義の道
を歩んでいたことなどから, 肖像画は制作されなかった。このほど, 小和田恆国
際司法裁判所裁判官（2010年２月に裁判所所長に裁判官の互選で選出され就任し
た）が肖像画の制作に尽力し, 2006年にようやく実現した。
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